


✔ ）

～

平成 26 年 4 月 2 日

✔ ）

平成 26 年 4 月 7 日

～ （ 3 か月） （訓練日数 日）

9 時 00 分 15 時 40 分 訓練定員 20 名

名称（ ） 任意受験
任意受験
任意受験

訓練時間

入校式及び修了式 入校式・オリエンテ－ション（2H） 修了式（2H）

訓練概要 社会福祉施設、介護事業所、病院等における施設介護・訪問介護の仕事に関する知識及び技術を習得する。

科目 科目の内容

訓練目標
高齢者・障害者（児）施設等での介護、訪問介護業務を習得し、自らムダを排除し、効率的に働ける人材を育成する。
常に感謝の心で人と接することの出来る人材の育成。

訓練修了後に取得
できる資格

介護職員初任者研修 ）認定機関（ ㈱emu　　emu academy金沢校
（認定機関による修了要件を満たす者）

訓練対象者
の条件

特になし

訓練推奨者
(特定の者を想定する場合のみ)

新規学校卒業者 ニート等の若者 障害者　 母子家庭の母等

被災者 外国人 その他（ ）

訓練期間 平成26年4月21日(月） 平成26年7月18日(金） 54

訓練時間 ～

選考方法 　　面接 筆記試験 その他（

選考結果通知日 (月）

訓練科名 介護職員初任者養成科

社会福祉施設、介護事業所、病院等における施設介
護員・訪問介護員募集期間（予定） 平成26年2月27日（木） 平成26年3月27日（木）

選考日（予定） （水）

訓練カリキュラム
訓練実施機関名： 株式会社ｅｍｕ

訓練の種別
基礎コース

就職を想定する職業・職種
（※基礎コースの場合は記載不要）

実践コース（ 05介護福祉分野

48時間

3時間

8時間

15時間

12時間

18時間

12時間

9時間

12時間

6時間

24時間

5時間

1時間

3時間

66時間

30時間

職場体験 ✔

✔ 職場見学

✔

99時間 職場体験等

✔

30時間

指
導
方
法

訓練形態（個別指導・補講を除く） 全ての受講者を一堂に集め、講師が直接指導する

　施設設備や教材等を有効に活用
　した効果的な指導のための工夫

習得度を確認するために適時小テスト（進捗確認）を実施いたします。
デイサ－ビスを併設しているため、実際の現場で環境整備や衛生面、福祉関連用具の理解を深めます。
チームでのディスカッション、まとめ、発表を通じ、実際の介護施設で役立つ指導を実施いたします。

　受講者ごとの特質及び習得状況
　に応じた指導のための工夫

受講者の習得状況を確認し、講習時間外に個別の質疑応答に対応いたします。
個別面談により習得状況の確認及び個別対応の強化を実施いたします。

訓練時間総合計 302時間 学科 173時間 実技 30時間

職場見学（6時間×4回）
「介護施設の見学」介護療養型医療施設千木病院（6時間)　介護老人保健施設千代野苑（6時間)
マナの家増泉（6時間)　「障害者就労支援施設の見学」就労継続支援Ｂ型事業所ぴあも-る（6時間)
職業人講話（3時間×2回）
・「訪問介護・通所介護・居宅介護支援事業所の現状」　㈱ちき　鶴見千起氏（3時間）
・「小規模多機能型居宅介護事業所の現状｣
社会福祉法人千授福祉会　小規模多機能型居宅介護事業所煌　泉屋由美子氏（3時間）

職業人講話

その他

企業実習 実施しない 実施する
※実施する場合、カリキュラムは別途作成し、総時
間のみ記入してください。

②こころとからだのしくみと生活支援技術
（生活支援技術演習） 介護過程の基礎的理解、総合生活支援技術演習

⑨こころとからだのしくみと生活支援技術
（基本知識）

介護の基本的な考え方、介護に関するこころのしくみの基礎的理解、介護に関するからだのしくみの基礎
的理解

⑩振り返り（知識・演習） 振り返り、就業への備えと研修修了後における継続的な研修（模擬演習）

⑪修了評価 介護職員初任者研修事業実施要綱に基づく全科目筆記試験

学
 
 
 
科

入校式及び修了式 入校式 オリエンテ ション（2H）、修了式（2H）

職業能力基礎講習 社会規範、社会人意識、自己理解、ビジネスマナ－、効率UP研修

安全衛生 安全衛生の必要性、職場で行う作業の安全性について

①職務の理解 多様なサ－ビスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解（検討演習）

訓
 
練
 
内
 
容

⑥老化の理解 老化に伴うこころとからだの変化と日常、高齢者と健康（事例演習）

⑦認知症の理解 認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理、認知症に伴うこころとからだの変
化と日常生活、家族への支援（事例演習）

⑧障害の理解 障害の基礎的理解、障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支援等の基礎的知識、
家族の心理、かかわり支援の理解（事例演習）

人権と尊厳を支える介護、自立に向けた介護（検討演習）

③介護の基本 介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、介護における安全の確保とリスクマネジメ
ント、介護職の安全（事例検討演習）

④介護・福祉サ－ビスの理解と医療との
連携

介護保険制度、医療との連携とリハビリテ－ション、障害者自立支援制度およびその他制度（検討演習）

⑤介護におけるコミュニケ－ション技術 介護におけるコミュニケ－ション、介護におけるチ－ムのコミュニケ－ション（コミュニケ－ション演習）

②介護における尊厳の保持・自立支援

実
 
 
 
技

救命実習 安全衛生に関する技能及びこれに関する知識の習得（ＡＥＤの取り扱い等）

①こころとからだのしくみと生活支援技術
（生活支援技術）

生活と家事、居住環境整備、こころとからだのしくみと生活支援技術(整容、移動・移乗、食事介助、入浴介
助・清潔保持、排泄介助、睡眠)、終末期介護介護


